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広報よもぎた

県営郷沢地区ほ場整備事業完成を記念して

記念碑の除幕式･竣工式･祝賀会

八
年
の
歳
月
を
か
け
て
百
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
園
が
蘇
る
！

九
月
二
十
日
（
金
）
県
営
郷
沢
地
区
は
場
整
備
事
業
竣
工
記
念

碑
の
除
幕
式
が
、
郷
沢
稲
荷
神
社
境
内
に
お
い
て
、
竣
工
式
・
祝

賀
会
が
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
来
賓
、

村
土
地
政
良
区
郷
沢
地
区
組
合
員
と
工
事
関
係
者
百
七
十
名
が
出

席
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。。

午
前
十
時

か
ら
郷
沢
稲
荷

神
社

前

で
行
わ

れ
た
除
幕
式
で

は
、
広

田
神

社
（
青
森
市

）
の
神
主
に
よ

る
神
事
の
後
、
中

川
将
太
（
五

歳

）

君

と
、
大
宮
亜

由
美
（
四

歳
）
さ

ん
二

人
に
よ

る
記

念
碑

の
除
幕

が

行

わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
記

念

碑
に
は
、
八
戸

良
次

郎
村

長
自
筆

の
「
徹
田
無

疆
」
『
農

本

の
精
神

に
徹
し

て
努
力
す

れ

ば

必

ず
や
現
状

を
克
服
し
明

る
い
農

業

の
未
来

が
拓
け
る
』

と
い
う

意

味
の
字

が
刻
ま

れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
後

、
関

係
者
に
よ

る
玉

串

奉

奠
と
続
き

、
除
幕
式
を
閉

じ
ま

し

た
。

午

前
十
一
時

か
ら
村
農
業

者
卜

レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
ク
ー

に
会
場
を

移
し

て
行

わ
れ
た

竣
工

式
で

は
、

佐
藤

隆
太
郎

農
林
部
次
長

（
知
事

代
理

）
よ
り

「
本

事
業
に

着
手
し

て
以
来

八
年

の
歳
月

と

、
七

億
八

千
万
円

余
り

の
事
業
費
を

投
じ
、

本
日

の
完
成

に
至

っ
た
も

の
で
あ

り

ま
す
。
事

業
に
着
手
し

た
昭
和

五

十
九
年

か
ら
事
業
完
了

に
至

る

ま

で
の
間

に
は
米
の
過
剰

基
調
に

伴
う

生
産
調

整
の
強
化
や

、
昭
和

六

十
三

年

の
県
下

全
域

に
及
ん

だ

冷
害
に
見
舞

わ
れ
る
等

、
幾
多

の

困
難
に
直
面
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し

か
し
こ

の
事
業
促
進

に
心
血
を

注

ぎ
こ

れ
を
完
成
に
導

い
て
き

た

故

坂
本
豊
道

前
理
事
長

を
は
し

め

と
す

る
関
係

各
位
の
団
結

と

ご
尽

力

に
よ
り

、
こ
れ
ら

の
障
害
を
克

服
し

て
事
業

を
円
滑
に

推
進
し
て

ま

い
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
こ

と

に
対
し

、
心

か
ら
感
謝

を
申
し
上

げ
ま
す
」
と
式
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
明
内

文
男
東
青

土
地

改

良

事
務
所
長

よ
り
「
本

地
区

の
工

事

の
概
要

は
、
区

画
整
理
水

田
九

十
七
診
、
畑
三

代

計
一
〇
〇
代

暗
渠
排

水
一
〇
〇

お
、
幹

線
道
路

及

び
支
線
道

路
十
・
四

にｍ
、
用
排

水

路
二

十
二

・
一
にｍ
で
あ
り

ま
す

が
、
面

工

事
は
昭
和
六
十
二

年
度

ま
で
に
全
て

完
了
し
昭
和

六
十
三

年
度
か
ら

は
、
ほ
場
条
件

の
改
善
、

耕
地
の
汎
用

化
を
図

る
た
め
暗
渠

排

水
・
客

土
等
を
主
体

に
実
施
し

県営郷沢地区ほ場整備事業完成 2



広報よもぎた

て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
事
は

五
十
七
名
の
関
係
農
家
の
皆
様
方

の
ご
協
力
、
東
北
農
政
局
始
め
各

関
係
機
関
の
ご
指
導
、
ご
助
言
、

直
接
工
事
の
実
施
に
当
た
ら
れ
た

施
工
業
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
本
日

竣
工
式
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
」

と
工
事
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

原
田
一
實
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会

長
よ
り
、
前
村

土
地
改

良
区

理

事
長

の
故
坂
本
豊

道
（
代

理

、
坂
本
豊

）
さ
ん
と

郷
沢

地
区

選

出

役
員

に
対
し

て
県
土
地

改
良
事

業
団
体
連

合
会
長
表
彰

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

ま
た
、

坂
本

祐
一
村
土
地

改
良

区
理

事
長
よ
り

、
県
営

郷
沢

地
区

は
場
整
備
事
業
完
成
に
評
価
委
員
、

換
地
委

員
と
し
て
尽

力

が
あ

っ
た

大
宮
正
一
さ
ん
を
初
め
十
六
名
の

方
々
や
、
工
事
関
係
者
九
社
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た

、

東

北

農

政
局

建

設

部

長

（
代

理

、

竹

原

整

備

課

長

）
、
津
島

雄

二

衆
議

院
議

員
（
代

理

、
川
守

田
青

森
事

務
所

長

）
、
県
議

会
議
長
（
代

理

、
神
山

県
議

会
議

員

）
、
原
田

県
土

地
改
良

事

業

団

体

連

合

会

長

よ

り

祝

辞

が
あ

り
、
八

戸
村

長
よ

り
「
国
・
県

の

指

導

と

共
に

県
土

地
改
良

連
合

会

の
親
身

の
指
導

努
力

に
よ
り

、

農
道
整

備

、

灌
漑
水
の
不
足
解
消
、
暗
渠
排
水

等
目
を
見
張
る
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
更
め
て
関
係
各
位

に
深
甚
の
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ

る
。
願
わ
く
ば
水
田
農
業
に
明
る

い
展
望
が
き
っ
と
来
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
共
に
、
わ
が
村
の
よ
り

以
上
の
豊
か
な
農
村
建
設
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
、
続
い
て
清
水
村
議
会
議

長
の
祝
辞
が
あ
り
、
祝
電
が
披
露

さ
れ
て
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

引
き
続
き
同
会
場
に
て
祝
賀
会

が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で
事
業

完
成
を
祝
い
、
祝
賀
会
を
閉
じ
ま

し
た
。

県
営
郷
沢
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の
経
緯

事 業 概 要
●総 事業費　 ７億７千８百96万８千円

●総 面 積　 １１４　　 ヘ クター ル

●区画 整理　100.4 ヘ クター ル

● 整 地 工　10  0.  4 ヘ クター ル

●道 路 工　10.  469 メートル

● 水 路 工　2 2.  10  2 メートル

● 暗渠排水　 １ ０ ０．４ヘ クタール

●客 土 工　　 ２０　　ヘ クタール

郷
沢
地
区
は
、
地
区
の
主
水
源
を
蓬
田
川
に
求
め
、
郷
沢
頭
首
工
よ
り
取
水
し
、
途

中
郷
沢
た
め
池
に
貯
溜
し
て
地
区
に
引
水
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地
区
の
水
田
は
不
整

形
、
小
区
画
で
用
排
水
路
も
錯
綜
し
、
ま
た
農
道
は
幅
員
が
狭
く
屈
曲
も
多
い
た
め
、

営
農
上
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
ひ
と
た
び
大
雨
に
見
舞
わ
れ
れ
ば
地

区
内
の
水
路
が
氾
濫
し
、
通
行
不
能
と
な
る
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
地
区
の
関
係
農
家
は
、
大
型
機
械
化
営
農
体
系
を
導
入

し
、
農
業
経
営
の
近
代
化
と
地
域
の
発
展
の
た
め
、
生
産
基
盤
整
備
の
必
要
性
を
痛
感

し
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
既
に
実
施
し
て
い
る
県
営
郷
沢
地
区
排
水
対
策
特
別
事
業

と
併
行
し
て
県
営
は
場
整
備
事
業
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
関
係
農
家
と
村
当
局
が

一
体
と
な
っ
て
強
く
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
採
択
さ
れ
、
工
事
に

着
手
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
米
の
生
産
調
整
や
米
価
の
引
き
下
げ
、
農
産
物
の
輸
入
自
由

化
な
ど
極
め
て
巌
し
い
農
業
情
勢
を
迎
え
て
い
た
が
、
父
祖
伝
来
の
農
業
を
守
り
、
農

業
に
対
す
る
情
熱
は
強
く
、
幾
多
の
困
難
を
も
関
係
者
の
団
結
を
も
っ
て
乗
り
越
え
た

結
果
、
地
区
内
の
農
業
基
盤
が
立
派
に
整
備
さ
れ
、
関
係
農
家
悲
願
の
一
大
事
業
が
こ

こ
に
完
成
を
み
た
。

本
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
種
々
の
悪
条
件
が
除
去
さ
れ
、
農
業
生
産
の
躍
進
は
も
と

よ
り
、
地
域
の
開
発
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
そ
の
期
待
は
大
き
い
。

膜営郷沢地区ほ場整備事業完成3
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色
々
な
人
に
会
い
、
学
び
、
観
て
、
感
じ
た
こ
と
を

青
年
の
船
随
想
録
①

中

川
　
悟

泣
き
、
笑
い
、
寝
食
を
と
も
に
し
た
二
週
間
の
「
若
者
た
ち
の

旅
路
」
が
終
か
っ
た
。
大
海
原
を
突
き
進
む
大
型
客
船
「
新
さ
く

ら
丸
」
の
中
で
、
若
者
た
ち
は
確
か
な
友
情
と
連
帯
の
心
を
培
っ

た
。
そ
し
て
異
国
の
青
年
と
触
れ
合
い
、
実
情
を
見
聞
す
る
こ
と

で
日
本
、
青
森
県
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
も
な
っ
た
。

今
回
か
ら
二
回
に
分
け
て
青
年
の
船
に
乗
っ
た
方
の
報
告
を
連

載
し
ま
す
。

第
四
回
「
青
森
県
青
年
の
船
」

は
九
月
八
日
（
土
）
に
青
森
を
出

港
し
、
中
華
人
民
共
和
国
・
大
韓

民
国
を
訪
問
し
て
青
森
に
帰
港
す

る
と
い
う
コ
ー
ス
で
十
四
日
間
の

航
海
を
終
え
ま
し
た
。

私
た
ち
青
年
の
船
一
同
（
一
般

団
員
三
百
五
十
一
名
と
特
別
団
員

四
十
四
名
）
は
、
青
森
↓

大
連
↓

北
京
↓

天
津
↓

慶
州
↓

釜
山
の
順

で
旅
を
進

め
て
来
ま
し

た
。

各
地

で
は
色

々
な
旧
所
・
名

跡
・
シ
ョ

ッ

ピ
ン
グ
街

・
学
校
・
工
場

な

ど

を
見
学
し

、
中
国

の
青
年

た
ち
、

韓
国

の
青
年

だ
ち
と
交
流
し

て
来

ま
し

た
。

ま
た
、
そ

れ
ら
の
寄
港
地
活

動

の
間

の
船
内
で

は
、
各
種

の

パ
ー

テ
ィ

ー
・
講
義

・
ブ
ロ

ッ
ク
別

デ

ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

ー
ゼ
ミ
ナ
ー

・
係

別
活
動

な

ど
充

実
し

た
活
動

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

九
月
八

日
青
森

港
を
出
港
し

た

私
た
ち
は
、
日
本

海
上

で
水
平

線

に
沈

む
太
陽
を
見

な
が
ら
旅
の
一

日
目

を
終
え
ま
し

た
。
九
月
九
日
・

十
日

も
船
内

研
修

で
終
え
、

い
よ

い
よ
九
月
十
一
日
、
初
め
て
の
異

国
、
憧
れ
の
中
国
へ
上
陸
し
ま
し

た
。中

国
で
は
大
連
に
二
日
、
北
京

に
一
日
と
天
津
に
一
日
と
四
日
間

の
滞
在
で
し
た
。
中
国
で
の
は
じ

め
て
の
寄
港
地
大
連
で
の
第
一
印

象
は
空
気
が
石
炭
臭
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
は
大
連
港
か
ら

積
み
出
さ
れ
て
い
る
石
炭
や
工
場

の
煙
突
か
ら
出
て
い
る
煙
の
為
だ

つ
た
の
で

は
な

い
か
と
思

わ

れ
ま

す
。中

国
で

の
生
活
の
中

で
一
番
困

っ
た
こ

と
は
食
事
で
し

た
。
中
国

と
い
え

ば
中

華
料
理
で
す

が
、
日

本
の
日
本
人
向

け
に

味
付

け
さ

れ

た
中
華
料
理

と
は
微
妙

に
味

が
違

い
、
ほ
と
ん

ど
の
人

が
充
分
な
食

事
が
取
れ
ま
せ

ん
で
し

た
。

私
た
ち
は
大

連
で
は
大

連
外
国

語

学
院
の
学
生

と
、
天
津

で
は
北

京
・
天
津

の
日
本

語
を

学
ん
で

い

る
人
た
ち
（
学
生
か
ら

一
般
ま
で

）

と
交
流
し
ま
し

た
。

彼
ら

と
交
流

し
て

の
印
象
は

、
活
動
的

で
向
上

心
旺

盛
と

い
う

こ
と
で
す
。

そ
し

て
す

ご
く
日
本

に
興
味
を

持
っ
て

い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

話
を
し

て
み

る
と
中
国

と
日
本

と
い
う

国

の
違

い
を
越
え

、
ア

ジ
ア

の
仲

間

と
い
う

感
じ
に
な
り

、

ど
こ

の
国

の
若
者

も
同
じ

だ
と
改
め
て
思

い

ま
し

た
。

九
月

十
五

日

、
中
国

の
食

事
か

ら
解
放

さ
れ
た
安
堵

感
と
中
国

に

対
し
て

の
名
残
り
惜
し

い
気
持

ち

を
持
っ
て

中
国
を
後
に
し
ま
し

た
。

第
四
回

青
森
県
青

年
の
船

の
十

四

日
間

の
日
程
を

終
え

て
、

こ
の

旅
は
私

の
「
二

十
代

の
修
学
旅
行
」

と
し
て
思

い
出
に
残

る
だ
ろ
う

と

思

っ
て

い
ま
す
。
色

々
な
人

に
会

い
、
学

び
、
観
て
、
感
じ

て

、
仲

良

く
な
っ

た
こ
の
こ

と
を
こ

れ
か

ら
の
生
活

に
役
立
て
て

い
き

た
い

と
思

い
ま
す
。

最
後
に

私
た
ち
に
こ

ん
な
す

ば

ら
し

い
体

験
の
機
会
を
与

え
て
下

さ
っ
た
方

々
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

次
回
は

、
韓
国
訪
問

か
ら
青
森

帰

港
ま
で

を
高
田
巧

（

郷
沢

）
さ

ん
が
報
か
し
ま

す
。

青年の船随想録①

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役
立
て
た
い
！

4
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健闘、昨年よりアップの４位！

第２回津軽半島駅伝競走大会

5
4
・
6
キ
囗
を
元
気
に
タ
ス
キ
で
繋
ぐ
！

駅
伝
を
通
し
て
郡
民
の
一
体
感
　
三
厩
か
ら
蓬
田
ま
で
の
十
二
区
間

を
盛
り
上
げ
、
地
域
の
活
性
化
と
　
（
五
四
・
六
1
1）
で
行
わ
れ
ま
し

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
と
と
も
　
た
。

に
、
あ
わ
せ
て
交
通
安
全
に
対
寸
　
　

午
前
十
時
か
ら
、
三
厩
村
体
育

る
意
識
の
高
楊
啓
発
に
つ
と
め
る
　
館
前
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、

こ
と
を
目
的
に
、
東
津
軽
郡
体
育
　
小
嶋
会
長
よ
り
「
昨
年
か
ら
行
わ

協
会
（
小
嶋
要
市
会
長
）
主
催
の
　
れ
た
こ
の
大
会
が
、
東
郡
各
町
村

第
二
回
津
軽
半
島
駅
伝
競
走
大
会
　

の
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

が
、束
郡
の
六
町
村
が
参
加
し
て
、

ご
協
力
に
よ
り
、
今
年
も
無
事
実

施
出
来

る
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
し

ま
す
。

今
年
は

、
昨
年
優
勝

の
平

内
チ

ー

ム
を
目

標
に
頑
張
っ
て

ほ

し

い
」

と
挨
拶

が
あ
り
ま
し

た
。

こ

の
後
、
神
山
久

志
県
議
会
議

員

、
八
戸
良

次
郎
蓬
田

村
長

の
祝

辞
を

い
た
だ
き
、
審

判
長

の
注
意

と
続
き

ま
し

た
。

選

手

を
代
表
し
て

、
沢
田
光

人

君
（
三
厩

村

）
が
元
気

よ
く
選
手

宣
誓
を
し

ま
し

た
。

競
技

は
三

厩
村

、

二

区

）
六

条
間
地
区

会
館
前

を
午
前
十
一
時

に

ス
タ
ー
ト

し

、
（
二
区

）
三
厩

村
民
体
育

館
～
（
三
区

）
今
別

高
ヽ

校
入

口
～
（
四

区

）
大

泊
小
学

校

西
入

口
～
（
五
区

）
奥
平

部
道
添

バ
ス
停
～
（
六
区

）
宇

田
聞
法

寺

～
（

七
区

）
台
場
松
林

～
（

八
区

）

平
館
村

役
場
前

～
（

九
区

）
平

館

村

漁
協
本

所
～
（

十
区

）
中

沢
公

民
館
前

～
（
十
一
区

）
蓬
田
村

役

場
～
（

十
二
区

）
上

磯
農
協
本
店

か
ら
最

後
は
、
蟹
田
町

陸
上
競

技

場

へ
と
各
町
村

の
選

手
は
元
気

に

タ
ス
キ
リ
レ
ー
し

、
一
人

の
ヶ

が

人

も
な
く
元

気

に
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。時

間

の
関
係
で

、
平

館
村

役
場

前

を
十
二

時
三

十
分

に
、
中

沢
公

民
館
前

を
十
三
時

十
分
に
一
斉

ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

結
果

は
昨
年
よ
り

一
位
繰
り
上

っ
て

の
四

位
で

、
選

手
は
沿

道
に

詰
め
か
け
た
観
衆
か
ら
『
蓬
田
ケ
ッ

パ
レ
』

と
声
援
を
受

け
な

が
ら
力

走
し
ま
し

た
。
順
位

は
次
の
通

り

で
す
。

一
位

（
平

内
町

）
二

位
（
蟹
田

町
匸

二
位
（
今
別
町

）
四
位
（
蓬

田
村

）
五

位
言
一
厩

村

）
六
位

（
平

館
村

）
の
順
で
し

た
。

わ

が
村

の
選
手
団

は
次
の
通
り
。

▼
監
督
＝

八
幡
敏

雄
（
高

根
）
▼

コ
ー
チ
＝
工

藤
義
正

（
宮
本

）
▼

了
不
Ｉ

ジ
ャ
ー
＝
加

藤
継
悦

（
郷

沢

）
▼

第
一
区

＝
伊

豫
部

美
希
子

（
㈲

辺
地

）
▼
第
二
区
＝

工

藤
治

郎
（
中

沢

）
▼
第
三
区

＝
福
士

晃

（
郷
沢
）
▼
第
四
区
＝

稲

葉
宏
（

高

根

）
▼

第
五
区
＝
工

藤
仁
志
（

中

沢

）
▼

第
六
区
＝

野
藤
健

純
（
阿

弥
陀

川
）
▼
第

七
区
＝

福

浦
純
子

（

広
㈲
）
▼
第
八
区
＝

伊

豫
部
光

（
瀬
辺

地

）
▼

第
九
区

＝
長

谷
川

圭
介

（
瀬
辺
地

）
▼
第
十
区
＝

佐

藤
由

香
（
長
科

）
▼
第
十

一
区
＝

佐
井

亮
（
宮
本

）
▼
第
十
二
区
＝

佐
井

皇
（
宮
本

）
▼
補
欠
＝

松
本

卓
也
（
長

科
）
＝

山

館
淳
（
瀬
辺

地

）
＝
工

藤
明
（

郷
沢

）
＝

嶋
中

智
子

（
阿
弥
陀
川

）
＝

森
由
香
子

（
阿

弥
陀
川

）

お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

第２回津軽半島駅伝競走大会から5



広報よもぎた

1
1
月
は

国
民
年
金
制
度

推
進
月

間

で
す
！

精神薄弱者に対する

旅客運賃の割引について

国

民

年

金

は

、

国

が

責

任

を

持

っ

て

運

営

し

て

い

る

公

的

年

金

制

度

で

す

。

老

齢

、

障

害

、

死

亡

に

つ

い

て

す

べ

て

の

国

民

に

共

通

の

「

基

礎

年

金

」

を

支

給

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

れ

ら

基

礎

年

金

の

支

給

に

要

す

る

費

用

は

、

国

民

み

・
　

●
　
一
　

・
　

・
　

・
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

・

ん

な

が

公

平

に

負

担

す

る

仕

組

み

に

な

っ

て

い

ま

す

。

年

金

制

度

が

「

世

代

と

世

代

の

助

け

合

い

」

、

「

国

民

ど

う

し

の

平成３年12 月１日より精神薄弱者に対して旅客

運賃及び航空運賃の割引制度が適用されることに

なりました。

これに伴いまして、愛護手帳の書替えを行うこ

とになりましたのでお知らせします。

１．対象者　 ・愛護手帳の交付を受けている人。

２．手続き　 ・書替え希望者は、愛護手帳及び印鑑

持参のうえ、役場民生課又は、束地

方福祉事務所にて申請して下さい。

３．書替え　・平成３年10 月21日（月）～

４．その他　　 詳細については、役場民生課又は、

東地方福祉事務所までお尋ね下さい。

・役場民生課a  27-2111

・東地方福祉事務所

Q0177  ―22―4898

・

首
の
あ

か
　
落

ち
て
今
か

と
　
上
司

待
ち
　
　
　
　

光
田

・
凶

作
の
　
　

首
を

伸
ば
し
て
　

稲

を
見

る
　
　
　
　

尚
政

・

病
む
稲
穂
　

首

を
下

げ
ず
に
　

し

お
れ

立
つ
　
　
ち
ゑ
子

・
ミ

ニ
の
国
　

圧

政
と
か
れ
て
　

首

も
た
げ
　
　
　
　

年
栄

青
森
県
税
事
務
所
で
は
、
平
成

四
年
度
分
の
農
業
用
免
税
軽
油
の

免
税
証
等
交
付
申
請
を
受
付
し
ま

す
。受

付
期
間
は
、
平
成
三
年
十
一

月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
、
青

森
市
長
島
二
丁
目
十
九
番
一
号
、

東
京
海
上
ビ
ル
五
階
青
森
県
税
事

務
所
で
受
付
し
ま
す
。

尚
、
交
付
申
請
手
続
き
が
受
付

期
間
よ
り
遅
れ
ま
す
と
、
免
税
証

の
交
付
も
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
受
付
期
間
は
必
ず
守
っ

・

い
も
ち
病
　
　
　
農
家
の
首

を
　
　
　

し

め
っ

け
る
　
　
勝
美

・
孫

の
耿
々
　
　
　
徂
父
手

あ
ま
し
の
　

首

を
振
り
　
　
　
勇
＝【

・

あ
こ
が
れ
は
　
　
長

卜
首
筋
　
　
　
　
　（

頭
身
　
　
　
　

お
富

・

ひ
ざ
ま
く
ら
　
　
は
ず
れ
て
痛

む
　
　

今

朝
の
首
　
　
　

筋
子

が
、
「
加
入
し
な
い
」
、
「
加
入

し
て
も
保
険
料
を
納
め
て
い
な
か

っ
た
」
な
ど
の
た
め
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。

県
と
市
町
村
で
は
、
県
民
の
み

な
さ
ん
に
、
年
金
制
度
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
十
一

月
を
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
と

定
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
や
広

報
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
自
身
の

年
金
を
も
う
一
度
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

て
下

さ

い
。

①
新
規
…
新

た
に
申
請
す

る
人
及

び
使
用
機
械

に
変
更
の
あ
っ
た
人
。

②

継
続
・
：
免
税

軽
油
使
用
者

証
の

有

効
期
限

が
平
成
四

年
十
二
月
三

十
一

日
以

降
の
人
。

③
更
新

…
免
税
軽

油
使
用
者
証

の

有
効

期
限
が
切

れ
る
人
。

※
そ

れ
ぞ
れ
提
出
書

類

が
違

い

ま
す
の
で

注
意
し
て
下

さ

い
。

不

明
な

点
に
つ
き
ま
し

て
は

、

県
税
事
務
所

関
税
課
（
電

話
○
一

七
七
－

二
二
－

一
一
一
一
内
線
五
四

〇

六

）
ま

た
は
、
蓬
田

農
協

に
お

問
い
合
わ
せ
下

さ

い
。

今年 も年 陌|大の時期になりました。年賀ハガキは、

11 月１ 日（ 金）よ り発売中 ですので、お 早めにお買

い求め下 さい。

ご希望 の方には 配達致 しますので、ご利用 をお待

ちしてお ります。

①寄付 金なしの ハガキ （41円 ）

②寄付 金付きハガキ　 （46円 ）

（寄付 金付きは 、猿の親子 、富責、松竹悔の ３種

類あ ります ）

11月の土曜閉庁日は

９日です。

ただし中央公民館、幼稚園、保育

所、児童館はこれまでどうりです。

早
い
も
の
で
、
こ
の
コ

ー

ナ
ー
も
今
回
で
2
0回
の
連

載

と
な
り
ま
し
た
。

村
［
氏
の
皆
様
の
ご
応
募
を

お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

せんり ゅう 北 緯41°/各課 から

民

生

課

年賀ハガキ好評発売中
陸奥蓬田郵便局

6

助
け
合
い
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
、
制
度
の
基
盤
が
崩
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
厚
生
年
金
、
共
済

組
合
の
加
入
者
を
除
い
て
、
4
2万

人
が
加
入
し
、
万
一
の
事
故
や
老

後
の
生
活
に
備
え
て
い
ま
す
。

受
給
権
者
数
も
2
1万
人
を
超
え

総
年
金
額
は
八
百
十
六
億
円
に
達

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
す
っ
か
り
生
活

の
中
に
定
着
し
た
国
民
年
金
で
す

農
業
用
免
税
軽
油
の
交
付

申
請
を
受
付
し
ま
す
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青
年
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

今
回
は
、
少
人
数
な
が
ら
村
の

活
性
化
を
目
指
し
、
長
い
伝
統
と

歴
史
の
青
年
会
を
守
り
続
け
活
動

談話室

し
て
い
る
村
青
年
団
体
連
絡
協
議

会
（
会
長
福
井
幸
正
）
の
会
員
の

皆
さ
ん
に
取
材
し
ま
し
た
。

青
年
会
は
来
年
、
蓬
田
村
を
主

会
場
に
、
上
磯
五
町
村
で
開
催
さ

れ

る

予

定

め
第

四

十

一
回

県

青

年

大

会

と

い
う

大

き

な

イ

ベ

ン

ト

を

迎

え

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た
。

昭

和

五

十

八

年
（
八

年

前

）
に

、

第

三

十

二

回

青

年

大

会

が

上

磯

五

町

村

で

開

催

さ

れ

、

村

民

の

皆

様

の

ご
協

力

に
よ

り

無

事

、

大

会

を

終

え

た

こ

と

を
記

憶

に

あ

る

と

思

い

ま

す

。

福

井

会

長

よ

り

「

こ

れ

か

ら

、

来

年

の

大

会

開

催

の

た

め

に

、

運

営

ス

タ

ッ

フ

の

方

と

の

打

合

わ

せ

や

会

場

の
準

備

を

進

め

て

い
く

の

で

す

が
、

特

に

、

役

員

・

選

手

団

を

含

め

て

約

六

十

名

の
方

の

食

事

や

、

宿

泊

の
場

を

確

保
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

、

民

泊

と

い
う

事

で

決

ま

り

ま

し

た

ら

、

村

民

の

皆

様

の

ご
協

力

を

お
願

い
し

ま

す
」

と

協

力

要

請

が
あ

り

ま

し

た

。

毎

週

、

水

曜

日

の
夜

に

は

村

農

業

者

ト

レ

ー

ニ

ン
グ

セ

ン

タ

ー

に

て

、

ス

ポ

ー

ツ

を

通

じ

て

会

員

同

志

の

親

睦

を

深

め

な

が

ら

、

来

る

大

会

に

向

け

て

仲

間

づ

く

り

が
進

め

ら

れ
て

い

ま

す

。

今

、

大

会

を

成

功

に
導

く

た

め

の

気

力

・

体

力

に

自

信

の

あ

る

釛

い
心
を

青

年

会

員

と
し

て

募
集

中
で

。

「

い

つ

で

も

、

誰

で

も

気

楽

に

参

加

し

て

ほ
し

い
」

と

二
言
。

現

在

、

青

年

会

の

メ

ン

バ
ー

は

少

な

い

な

が

ら

も

、

若

い

力

を

結

集

し

、

大

会

成

功

に

向

け

て

今

日

も
頃

脹

る

。

み
～
つ
け
た

4

5

倉谷まゆみ(阿弥陀川出身)さん

が｢私の小さなアトリエ｣という本

を自費出版しました。

この本の中には､會谷さんが制作

した｢布絵｣｡｢花｣｡｢墨彩｣｡｢油絵｣･

｢水彩｣ 等の作品が沢山掲載され

ております。

定価3,000円で販売しております

ので､購入希望の方は會谷弘孝(阿

弥陀川)さんまでご連絡下さい。

談話室/行事予定7

7

11 月行 事予 定
２
ゝ

３｣
O

７０１０１１１４１６１８１１？

】

に
Ｊ

ｎ
乙

厂
Ｄ
Ｑ
乙

８Ｑ
乙 日

第

Ｈ

回

蓬

田

村

民

祭

（
蓬

田

中

学

校

体

育

館

）

（
村

農

業

者

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

セ

ン

タ

ー

）

０

匸

成
半

児

こ

二
歳

児

健

診
3
:
0～
（

中

央

公

民

館

）

１

ワ

ー

プ

ロ

教

室
8
:
3～
0
:
3（

中

央

公

民

館

）

１
　
　
２

ワ

ー

プ

ロ

教

室
8
:
3
0
～
0
:
3
0
（

中

央

公

民

館

）

１
　
　
２

小

学

校

参

観

日

０
　
　
０

献

血

日
9
:
0～
6
:
0（

役

場

前

）

１

０
　
　
０

ワ

ー

プ

ロ

教

室
8
:
3～
0
:
3（

中

央

公

民

館

）

１
　
　
２

全

校

た

て

わ

り

交

流

会

０
　
　
０

ワ

ー

プ

ロ

教

室
8
:
3～
0
:
3（

中

央

公

民

館

）

１
　
　
２

０
　
　
０

ワ

ー

プ

ロ

教

室
8
:
3８
0
:
3（

中

央

公

民

館

）

１
　
　
２

交

通

安

全

教

室

０
　
　
０

ワ

ー

プ

ロ

教

室
8
:
3～
0
:
3（

中

央

公

民

館

）

１
　
　
２

０
　
　
０

ワ

ー

プ

ロ

教

室
8
:
3～
0
:
3（

中

央

公

民

館

）

１
　
　
２

ぃ
…
…
　

行

卜

卜三

回
　
　
　
　

事

三
下
｀ヽ

言
¨鋩

蓬

田
村

民
祭

実

行
委

員
会

民
　

生
　

課

中

央
公

民
館

中

央
公

民
館

蓬

田
小

学
校

民
　

生
　

課

中

央
公

民
館

蓬

田
小

学
校

中

央
公

民
館

中

央
公

民
館

蓬

田
小

学
校

中

央
公

民
館

中

央
公

民
館

一
丶
　
　

丶／Ｋ
，
　
　
　
　

丶

担

二

、

当

．

No.45
がんばる
青年団体連絡協議会
蓬田村
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

蓬
田

村
制
一
〇
〇
周

年
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
村

勢
要
覧
を

拝
見
し

、
確
か
に
故

郷
の
発
展
し

て

い
る
息

吹

が
至

る
所

に
現

れ
て

い
て
嬉
し

く
励
ま

さ
れ
る
思

い
が

し
ま
す
。

今
年
初

め
て
蓬

田
中
学

校
同

期
会
に
出
席
す

る
事
が
出
来
、

二
十
七

年
目
に
し
て
会
う

育
ん
で

く

れ
た
先

生
方
、
語
り

あ
っ
た
学

友
達

、
ど
の
顔
も
誇
り

と
自
信
に

満
ち
溢
れ
て
い
て
歳
月
の
隔
た
り

を
感
じ
ま
し
た
。
’

し
か
し
酒
を
酌
み
交
わ
し
話
が

弾
む
に
つ
れ
蓬
田
で
過
ご
し
た
頃

が
走
馬
燈
の
ご
と
く
甦
り
故
郷
が

あ
る
こ
と
の
尊
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
思
え
ば
小
・
中
学
生
の
頃
は

こ
れ
と
い
っ
た
才
能
が
あ
っ
た
訳

で
な
い
の
で
す
が
、
美
術
関
係
の

授
業
が
得
意
だ
っ
た
様
な
気
が
し

ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
今

で
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
仕
事
を
し

て
お
り
ま
す
。

近
年
イ
ベ
ン
ト
時
代
と
呼
ば
れ

る
中
で
、
千
葉
の
幕
張
メ
ッ
セ
、

古
く
は
晴
海
で
あ
る
と
か
、
多
く

人 口 と世 帯 数

(９月30日現在)

総人口　4,121 人

男　　1,980 人

女　　2,141 人
世帯数1,049 世帯

中川　南(ﾌﾟﾚｽ長女

佐井琴海(万万長女

砂田大樹(ムヅ長男

の
イ

ベ
ン
ト

会
場

が
出

現
し
我

々

デ
ザ
イ
ナ

ー
の
活
躍
場

所

が
拡
大

し
て

い
る
。
こ

れ
ら
を
一
過
性

の

デ
ィ

ス

プ
レ
イ

に
対
し

恒
久
的
な

物

と
し

て
、
博
物
館

・
資
料
館
等

資
料

保
存
教
育
普
及

を
目
的
と
す

る
展
示

デ
ザ
イ

ン
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
多
く
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が

あ
り
ま
す

が
私

の
場

合
後
述

の
文

化
施
設

を
中

心
に
活
動
し

て
お
り

ま
す
。

最
近
変

わ
っ
た

仕
事
と
し
て

、

日
本

政
府
（
外
務
省

文
化
一
課

）

が
発
展

途
上
国

に
対
し

、
無
償
で

行
っ
て

い
る
「
文
化
無

償
案
件
」

で
す
。

文
化
施
設
で

あ
る
博
物
館

ご結婚おめでとうございます

（ 木 村　　 寿（瀬 辺 地）

今　泉　やす子（十和田市）

㈱
ア
ト
リ
エ
Ｄ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｋ
Ａ
河
野
意
思
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

鎌
　

田
　

久
　

則

さ
ん

の
展
示
は
不
特
定
多
数
の
人
達
へ

差
別
な
く
還
元
出
来
る
の
で
援
助

の
評
価
に
も
継
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
一
昨
年
お
釈
迦
様
誕
生
の
ネ

パ

ー

ル
国

の

首

都

カ
ト

マ

ン

ズ

市

に
あ

る
チ

ャ
ウ

ニ
ー
国

立
博
物

館
（
石

像
・
木
像
・

銅
像

）
の

保

存
展
示
を
現

地

ロ
ー

カ
ル
ス

タ
ッ

フ
と
共

に
行

な
っ
て
来

ま
し

た
。

ネ

パ
ー
ル
で
は
時

・
物

の
流

れ

が
す

べ
て

「

ビ
ス
ク

レ

ー
ビ
ス
タ

レ
」
　（

ゆ
っ
く
り

）
で
す

が
、
移

り

変
り
行

く
日
本
で
は

、
こ

だ
わ

り
意

識

を
常

に
持
ち
な

が
ら

デ
ザ

イ

ン
活
動
す

る
よ
う
心

掛
け
た

い

と
田
ひ
っ
て

い
ま
す
。

めも

･･･現住所／埼玉県北葛飾郡庄和町米島962-91

登048(746)1169 ●･生年月日／昭和24年６月19日

●･出身／広瀬／鎌田進氏長男･１家族構成卜/ 妻･

真理子・長女・瞳･･･好きなものノゴルフノ鮎釣

･･経歴／東京都立南葛飾高等学校普通科卒（昭

和42年）東京デザイナー学院建築デザイン科卒

（昭和45年）同校デザイン科助手、（株）現代

設計（昭和46年～48年）（株）白水社（昭和49
年～62年）（株）アトリエDKESKA 河野應

思デザイン事務所（平成元年～現在に至る）

けつぱる蓬田人/戸籍の窓口

戸籍の

窓　口
3

8

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

デ
ザ
イ
ナ
ー

ひ

さ
　
　

の
り

９月受付分

お誕生おめでとうございます

おくやみ申し上げます

泉　勘太郎（中　 沢　74 筬）

福井　 ヨヱ ぐ膕　 沢　80 歳）

8
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